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私
は
山
・
川
・
海
の
自
然
環
境

フ
ィ
ー
ル
ド
が
大
好
き
で
あ
る
。

高
校
時
代
は
、山
岳
部
に
所
属

し
近
く
の
粟
ヶ
岳
・
菅
名
岳
・
五

頭
山
な
ど
に
当
時
の
重
い
キ
ャ

ン
プ
用
具
を
担
い
で
登
っ
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
、
山

登
り
か
ら
少
し
遠
ざ
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
出
張
等
を
利
用
し
て

全
国
の
有
名
な
富
士
山
・
立
山
・

利
尻
山
等
に
登
っ
た
。

　

後
期
高
齢
者
と
な
っ
た
現
在

で
は
、
身
近
な
護
摩
堂
山
・
菩

提
寺
山
・
高
立
山
の
他
、
角
田
山
・

弥
彦
山
・
国
上
山
等
の
低
山
登
山

が
専
門
で
あ
る
。

　

特
に
、護
摩
堂
山
は
近
く
で
登

り
や
す
く
、
多
く
の
高
齢
者
が
体

力
維
持
の
為
に
毎
日
の
様
に
登
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
年
金
コ
ー

ス
」と
呼
ば
れ
る
登
山
道
も
あ
る
。

私
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
環
と

し
て
、(
公
社
)「
に
い
が
た
緑
の

百
年
物
語
緑
推(
緑
の
羽
根
募
金
)

事
務
局
」に
勤
務
し
、
長
年
緑
化

活
動
に
係
わ
っ
た
関
係
で
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
い
が
た
森
林
の
仲
間
の

会
」に
所
属
し
、秋
葉
丘
陵
の
「
こ

も
れ
陽
の
遊
歩
道
」(
秋
葉
湖
〜
石

油
の
里
〜
菩
提
寺
山
の
ル
ー
ト

総
称
)
の
里
山
保
全
整
備
活
動

に
も
毎
月
参
加
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
私
の
好
き
な
山

は
、山
頂
で
雄
大
な
大
河
や
湖
沼
、

大
海
原
が
望
め
る
山
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
県
内
で
は
弥
彦
山
・

米
山
・
佐
渡
の
ド
ン
デ
ン
山
な
ど

で
、
県
外
で
は
鳥
海
山
・
男
体
山
・

利
尻
山
な
ど
の
「
山
頂
絶
景
の

山
々
」
で
あ
る
。

　

人
生
百
年
時
代
、
皆
さ
ん
も
体

力
増
進
に
身
近
な
山
頂
景
観
が
絶

景
の
低
山
登
山
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

RIKEN 渡辺
(本町２)

「展望の山旅」

小須戸今昔展小須戸今昔展 「昔の情景②」「昔の情景②」28
（協力：小須戸コミュニティ協議会　小須戸アーカイブ’S）

　昭和31年の写真。昭和34年のプール完成
まで子供たちは信濃川や農業用水路で泳いで
いた。やがて川の汚染が進んでいく。そして
用水路は 3面コンクリートに変わっていく。

昔の船着き場の少し下流付近。右手に洗い
物をする女性の姿があり、左手上には昭和9年
から昭和48年12月に解体されるまで小須戸
のシンボルであった水道タンクが見える。

①幹線水路（水田） ②川の風景（大川前１）

　

８
月
25
日(
金
)
17
時
過
ぎ
よ
り
中
原
新
潟
市
長
挨
拶
、

喧
嘩
太
鼓
の
演
奏
に
続
き
、
燈
籠
押
合
い
が
４
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
物
客
ら
は
、
若
者
た
ち
の
勇
壮
な
押
し
合
い
の
熱
気

と
担
ぎ
手
の
迫
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
か
ら
小
須
戸
地
区
公
民
館

活
動
協
力
員
と
し
て
就
任
し
、
公
民
館

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
木
村
チ
ヨ

エ
さ
ん
と
長
澤
恵
美
子
さ
ん
。
同
じ
く

平
成
25
年
か
ら
新
津
地
区
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
に
就
任
し
、
公
民
館
の
運

営
や
事
業
に
つ
い
て
の
審
議
に
参
加
し

て
い
る
相
馬
真
紀
子
さ
ん
が
こ
れ
ま
で

の
功
績
を
評
価
さ
れ
、８
月
30
日(
水
)に

「
永
年
勤
続
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

※今号をもちまして「小須戸今昔展」

  は終了します。長い間お楽しみい

　ただき、 大変ありがとうござい

　ました。

　　次号からは、上記の雅楽斐（うた

　よし）会の記事のように「小須戸文

　化協会加入サークル紹介」の連載が

　始まります。

　館報でサークル紹介をご希望の

小須戸地区で活動されている文化・

芸能団体の皆様におかれましては、

  是非とも小須戸文化協会への加入

  をお願いします。

  【連絡先】  小須戸文化協会

              事務局　白井さん

          　電話・FAX 0250-38-5318

渡辺

展望の山旅」

第17回 秋葉区美術展覧会 作品募集

左から 木村協力員、長澤協力員、相馬委員

新潟県公民館大会　永年勤続表彰
小須戸地区から３人が受賞

　美術を愛好する区民の創作作品を発表する場として、また生活の

中に美術を味わう楽しさを普及していくことを目的として第17回秋

葉区美術展を開催します。多くの皆様の出品をお待ちしています。

【出品部門】　日本画･洋画･版画･彫刻･工芸･書道･写真

【応募資格】　秋葉区内に在住または通勤･通学（教室･講座等も含む）

　　　　　　している人。１部門につき1人２点まで出品できます。

　　　　　　但し中学生以下は応募できません。

【出 品 料】  １部門につき　一　般  １点 1,500 円　2点 2,000 円

　　　　　　　　　　　　　高校生  無料

　　　　　　※出品料は、作品搬入の際、受付で納入

【作品搬入】  日　時 　 11月11日（土）午前9時～正午（時間厳守）

　　　　　　場  所　　新潟市新津美術館

                    　※詳しい出品規定・作品搬入・審査・作

　　　　　　　　　　　　品解説会日程などについては新津地区

　　　　　　            公民館にお問合せください。

　　　　　  会  期　  11月18日（土）～26日（日）

　　　　　　　　　 　 午前10時～午後5時　　　　　　

　　　　　　　　　　  （最終日26日（日）は午後3時まで）

　　　　　　会  場　　新潟市新津美術館　※入場無料

　　　　　　主　催　　新潟市秋葉区　

　　　　　　共　催 　 新津美術協会・小須戸文化協会

　　　　　　問合せ　  新津地区公民館 ☎0250-22-9666（平日のみ）

※出品申込書類は９月上旬ごろに小須戸まちづくりセンター、小須

　戸地区公民館に設置予定。

昨年の秋葉区展の様子

梅組と桜組の押し合いの様子（和泉屋前） 松組と竹組の押し合いの様子（小須戸商工会館前）

勇勇壮！「小須戸まつり 燈籠押合い」！「小須戸まつり 燈籠押合い」

　       　       ４年ぶりに燈籠を押し合う４年ぶりに燈籠を押し合う

勇壮！「小須戸まつり 燈籠押合い」！「小須戸まつり 燈籠押合い」

　       　       ４年ぶりに燈籠を押し合う４年ぶりに燈籠を押し合う

勇壮！「小須戸まつり 燈籠押合い」
　       ４年ぶりに燈籠を押し合う

小須戸から遠く西側に連なる山々をご存じだろうか？ 「西蒲三山」 819号でも登場。
この山々に一度だけチャレンジした、「国上山」 「剣ヶ峰」 「黒滝山」 「雨乞山」 「弥彦山」 「多宝山」 「石瀬峠」 「福井山」 「五ヶ峠」 「角田山」 と
過酷な縦走ルートでした。 （ふ）
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川  柳 俳　句

　　　　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは９月21日（木）となります。
　　　　　　　　　　　　ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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


俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】

・『黄色い家』　川上 未映子／著

 （中央公論新社）

・『教誨』　柚月 裕子／著　（小学館）

・『クスリごはん 食薬スープ』

 大久保 愛／監修（リベラル社）

・『傲慢と善良』　辻村 深月／著

 （朝日新聞出版）

・『成熟スイッチ』　林 真理子／著

 （講談社）

・『よき時を思う』　

 宮本 輝／著　（集英社）

【児童書】

・『おじいちゃんのくしゃみ』

 阿部 結／作（福音館書店）

・『どんどんうまくなるけん玉スター

 トブック』

 日本けん玉協会／監修　（幻冬舎）

・『日本の昆虫』　

 今森 光彦／著　（アリス館）

・『マンガでわかる !小学生のくらし

 と日本国憲法』

 木村 草太／監修　（主婦と生活社）

秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

～結核を予防しましょう～～結核を予防しましょう～

＊結核は、結核菌という細菌が原因で

　起こります。結核菌は、結核に感染

　した人の咳やくしゃみのしぶきの中

　に入っています。このしぶきの中の

　結核菌を吸い込むことで結核はうつ

　ります。感染しても発病するのは10

　人に２人程度で、残りの人は、免疫力

　によって結核菌が眠った状態となっ

　ています。

＊新潟市では毎年約８０人の方が新た

　に結核で登録されています。昔は不

　治の病と言われた結核ですが、今は

　正しくお薬を飲むことで、多くの人

　が治ります。早めに気づき治療をす

　ることが大切です。

＊年に1回は胸部レントゲン検査を受

　けましょう。自覚症状が出る前に胸

　部レントゲン検査で早期発見される

　ことがあります。また、咳や痰が2

　週間以上続く、身体のだるさ、急に

体重が減る等の症状がありましたら、

　早めに医療機関へ相談、受診してく

　ださい。

小
須
戸
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
シ
ネ
マ
」
毎
月
上
映
へ

　

こ
れ
ま
で
は
偶
数
月
の
第
２
火
曜
日
に
上
映
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
非
常
に
好

評
な
こ
と
か
ら
11
月
よ
り
毎
月
第
２
火
曜
日
(※

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
休
館
日
の
場
合
は
開
催
日
は
変
わ
り
ま

す
)
に
上
映
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
上
映
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
民
館
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
今
後
お

知
ら
せ
し
て
行
き
ま
す
。

新保・地蔵大菩薩

新保・竜玄のさまざまな史跡を巡って、お宝探し行程5キロ、3時間かけて歩きます。

みんなで楽しく健康的に歩きませんか！

日 時　　   令和5年10月28日(土)　小雨決行

　　　　　         8：15　小須戸武道館前集合　　8：30　出発 　　11：30解散（予定）

参 加 費　　   300円（保険料・参加賞）当日受付でお支払いください。小学生以下は

　　　　　　　　   保護者同伴でお願いします。

行 程　　　 竜玄・新保方面

申込方法　　　 下記連絡先までお申し込みください。

　　　　　　　　　 小須戸地区ふれあい会館（月曜・祝日休館）　℡0250（38）3151　

申込締切　　　 10月21日（土）までにお願いします。

問合せ先　　　 高野 豊　携帯090-4098-4356

※動きやすい服装と靴でお越しください。飲み物、タオル等は各自ご用意ください。

主催：小須戸コミュニティ協議会／山の手コミュニティ協議会／小須戸地区スポーツ振興会

※この事業は新潟市の補助金を受けています。

知学(地学)健康ウォー知学(地学)健康ウォーク
地域の知られていないお宝探検!!2023

第7弾 「新保・竜玄」 編

４年ぶりに開催

「まちなか演奏会」
◆日 時　　 10月14日（土）　 14：00～19：00 

◆会 場 　　（小須戸本町2丁目界隈） 

　　　　　　　　 了専寺、旧わかば、

　　　　　　　　 町屋ギャラリー薩摩屋

　　　　　　　　 (無料休憩所、灯りの演出）

◆出演者　　 小須戸中学校吹奏楽部

　　　　　　　　 鳥羽香織 （クラリネット三重奏）

　　　　　　　　 Neighborhood （ビートルズ他洋楽）

　　　　　　　　 田村優子 （篠笛、歌）

　　　　　　　　 小山瑠美子 （ソプラノ）・斉藤晴海（ピアノ）

◆その他　　 入場無料、キッチンカーの

　　　　　　　　 出店もあります。

◆主 催　　 小須戸コミュニティ協議会　　

　　　　　　　　 秋葉区自治協議会　　 

の

会　　

秋葉区自治協議会提案事業
きらめきサポートプロジェクト
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